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私たちの将来は？「ロールモデルに学ぶ②」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

司会からの質問候補リスト	 

①イントロ用の質問	 

Ø 生い立ち、経歴について簡単に自己紹介	 

Ø 仕事内容（専門分野など）について	 

Ø 大学/職場でのコミュニケーション方法について	 

Ø 大学/職場での支援方法について	 

Ø どんなスキルを身につけたか	 

Ø どんな人脈（リソース）があった/を作ったか	 

	 

②突っ込んだ質問	 

Ø 会社に入る前と入った後のイメージの違いについて	 

Ø 大学や職場でどんな工夫をしている/していたか？	 

Ø 周りの理解を得るためにどんな活動をしたか？また、どういう行動を通して、聴者との距離が縮ま

ったと感じたことはあるか？	 

Ø 今までで印象に残っている、聴覚障害に関して聴者に言われたこと	 

Ø （聴覚障害者は昇進が難しいという話をよく耳にしますが）それについてどう考えるか？特に聴者

の部下を持った時、どう信頼関係を築いていったのか？	 

Ø 今の学生はメールやFAX、携帯など支援環境が整っているが、それが無かった時代の人から見ると
どう感じるか？（どの時代であっても大事なこととは？）	 

Ø （今の社会人の転職に触れて）一つの会社に長く働いて思ったこと	 

Ø 結婚のなれそめ	 

Ø 今だから言える失敗談	 

	 

③まとめ用の質問	 

Ø ロールモデルの方にどんな影響を受けましたか？また、どんなところを参考にしましたか？ 
Ø 先輩からのメッセージ「大学時代にやっておくべきこと」（特に大学生に身につけてほしいスキル）	 

Ø 振り返ってみて、これがエンパワメントだと感じたこととは？	 

	 


